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〜２月〜
４日（日）養護教員部長会/

県教協養護教員
部研究集会

５日（月）母女県要請行動
８日（木）連合福岡官公部

門連絡会学習会/
学校の働き方改
革街頭行動

10日（土）青年部長会
11日（日）～12日（月）

九協2･11平和教
育研究集会

17日（土）事務職員部長会・
新旧常任委員会/
ジェンダー平等
教育推進委員会

19日（月）部落解放共闘県民
会議人権学習会

23日（金）支部長会/県教協
教文部長会/朝鮮
学校無償化実現
福岡県民集会

24日（土）県同教大会

〜３月〜
２日（土）総研セミナー/養

護教員部常任委員
会/養護教員部長
会/事務職員部新
旧常任委員会/新
旧事務研推進委員
会/ジェンダー平等
教育代表者会

　
昨
年
11
月
に
組
合
員
を
対
象

に
実
施
し
た
福
教
組
・
時
間
外

労
働
実
態
調
査
は
、
５
０
０
人

か
ら
回
答
が
あ
り
、
県
内
教
職

員
の
厳
し
い
勤
務
実
態
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　
お
も
な
調
査
結
果
は
左
の
表

の
通
り
で
あ
り
、
前
回
調
査（
22

年
）と
比
較
す
る
と
、
数
値
的
に

下
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
平

日
の
時
間
外
労
働
の
縮
減
は
わ

ず
か
８
分
、
月
に
80
時
間
を
超

え
る
時
間
外
労
働
を
し
て
い
る

人
が
ま
だ
半
分
近
く
も
い
る
実

態
で
、
県
教
委
が
24
年
度
ま
で
の

達
成
目
標
と
し
て
い
る「
時
間
外

在
校
等
時
間（
超
過
勤
務
）
を
年

３
６
０
時
間（
月
45
時
間
以
内
）

と
す
る
」
こ
と
は
、
ほ
ぼ
不
可
能

な
状
態
な
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
中
学
校
で
は
、
土
日
の
時
間

外
労
働
が
増
加
（
前
年
比
30
分

増
）
し
て
お
り
、
感
染
症
拡
大

が
落
ち
着
き
、
土
日
の
部
活
動

が
再
開
し
て
い
る
こ
と
が
影
響

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
小

学
校
で
は
月
45
時
間
以
上
、
80

時
間
以
上
の
人
の
割
合
が
増
え

て
る
と
い
う
結
果
も
出
て
い
る
。

　
夕
方
以
降
の
時
間
外
労
働
は

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

分
、朝
に
早
く
出
勤
し
た
り
、「
持

ち
帰
り
仕
事
」
の
時
間
が
増
え
、

４
人
に
１
人
が
休
憩
時
間
ゼ
ロ

で
あ
る
と
い
う
実
態
も
今
回
の

調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
時
間
外
業
務
内
容
の
上
位
は

「
通
常
授
業
の
準
備
」「
学
年
・

学
級
事
務
」「
成
績
処
理
」
で
、

昨
年
調
査
と
同
様
だ
っ
た
。

第
２
回 

超
勤
問
題

�

検
討
会
を
実
施

　
１
月
24
日
に
、
今
年
度
２
回

目
の
超
勤
問
題
検
討
会
を
開
催

し
た
。
福
教
組
・
高
教
組
か
ら

は
書
記
長
ク
ラ
ス
以
下
の
執
行

委
員
、
県
教
委
か
ら
は
教
職
員

課
・
義
務
教
育
課
・
高
校
教
育
課
・

体
育
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
が
出
席

し
、
長
時
間
労
働
縮
減
に
向
け

た
具
体
策
に
つ
い
て
忌
憚
な
い

意
見
を
交
換
し
た
。

お
も
な
協
議
事
項
と
県
教
委
の
回
答

①
予
備
時
数
の
制
限
に
つ
い
て

　
予
備
時
数
を
過
剰
に
見
込
む

と
児
童
生
徒
や
教
師
の
負
担
増

加
に
つ
な
が
る
た
め
、
各
学
校

の
実
情
に
合
っ
た
適
切
な
範
囲

で
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
る
。
23
年
９
月
に
文
科
省
通

知
を
受
け
、
県
教
委
と
し
て
も

昨
年
度
の
年
間
総
授
業
時
数
が

大
幅
に
上
回
っ
て
（
１
、０
８
６

単
位
時
間
以
上
）
い
た
学
校
に

対
し
て
、
今
年
度
の
年
間
総
授

業
時
数
の
見
直
し
と
次
年
度
の

教
育
課
程
編
成
に
つ
い
て
、
標

準
を
大
幅
に
上
回
ら
な
い
よ
う

所
管
の
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、

個
別
に
指
導
し
て
い
る
。

②�

校
内
研
究
の
停
止
／
サ
ー
ク

ル
・
論
文
執
筆
の
強
制
禁
止

に
つ
い
て

　
校
内
研
修
は
、
教
員
の
指
導

力
を
高
め
、
児
童
生
徒
に
質
の

高
い
教
育
を
提
供
す
る
た
め
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
が
、
そ
の
方
法
や

内
容
に
つ
い
て
は
、
工
夫
も
必

要
だ
。
職
員
が
負
担
感
を
感
じ

る
だ
け
の
研
修
で
あ
っ
て
は
な

ら
ず
、
そ
の
意
義
や
有
用
性
を

校
内
で
共
有
し
な
が
ら
進
め
る

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

　
サ
ー
ク
ル
活
動
や
論
文
執
筆

に
つ
い
て
も
、
教
員
の
資
質
・

能
力
の
向
上
を
図
る
う
え
で
有

意
義
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど

ち
ら
も
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
管
理
職
や
同
僚
か
ら
薦

め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
自
主

的
な
研
修
で
あ
り
、
自
分
の
意

志
の
も
と
と
り
く
む
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
。

③�

高
校
入
試
の
「
推
薦
書
」
に

つ
い
て

　
高
校
入
試
に
お
け
る
推
薦
書

に
つ
い
て
は
、
24
年
度
入
試
か

ら
、
前
年
度
ま
で
の
推
薦
理
由

を
記
述
す
る
様
式
か
ら
該
当
項

目
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
様
式
へ

と
県
共
通
様
式
を
簡
略
化
し
た
。

④�

初
任
者
研
修
の
授
業
回
数
や

実
施
方
法
に
つ
い
て

　
初
任
者
研
修
の
授
業
研
修

は
18
年
度
に
見
直
し
、
年
間

１
０
０
～
１
１
０
時
間
だ
っ
も

の
を
80
～
90
時
間
に
削
減
し
、

週
に
３
～
４
時
間
、
年
間
25
週

と
し
て
い
る
。
初
任
者
が
行
う

研
究
授
業
に
つ
い
て
は
３
回
、

指
導
教
員
が
行
う
示
範
授
業
は

２
回
実
施
と
し
て
お
り
、
そ
れ

以
外
の
実
施
回
数
は
、
教
職
員

の
構
成
や
校
区
の
状
況
等
、
学

校
の
実
情
に
配
慮
し
、
校
長
が

決
定
す
る
も
の
で
、
必
ず
　
回

の
研
究
授
業
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

25

⑤�

超
勤
縮
減
に
向
け
た
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
向
け
の
研
修
会
の

実
施
に
つ
い
て

　
新
任
主
幹
教
諭
研
修
、新
任

指
導
教
諭
研
修
で
は「
教
職
員
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」と
題
し
て
、

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
教
職

員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い

て
周
知
を
図
っ
た
。
ま
た
、新
任

学
年
主
任
研
で
は
、
主
任
・
主
事

に
求
め
ら
れ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
し
て
、
働
き
方
改
革
の
視
点
を

含
め
て
協
議
・
演
習
を
行
っ
た
。

　
こ
の
他
、
県
教
育
セ
ン
タ
ー

で
働
き
方
改
革
を
主
題
と
し
た

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
を
開
設

し
、
１
６
２
人
の
教
職
員
が
受

講
し
た
。

時間外労働時間調査結果� ※〔　〕内は昨年調査

平日の時間外労働時間の平均
� （朝・昼・夕方～夜の時間）

３時間 30分
〔３時間 38 分〕

１ヵ月の時間が労働時間の平均
� （平日・休日）

86 時間 29 分
〔89 時間 54 分〕

１ヵ月 45 時間以上の時間外労働を
している人

68.4%
〔８1.7%〕

１ヵ月80時間以上の時間外労働をし
ている人（過労死ライン超え）

40.9%
〔56.6%〕

当面の主な予定

過
労
死
ラ
イ
ン（
月
80
時
間
）超
の

教
職
員
は
４
割�
「
福
教
組
・
時
間
外
労
働
実
態
調
査
」
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県
教
協
と
高
教
組
は
、
１
月

13
日
、
博
多
駅
前
の
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
学
校
の
働
き
方
改
革

の
必
要
性
を
広
く
訴
え
る
た
め

の
集
会
を
開
催
し
た
（
連
合
福

岡
、
部
落
解
放
同
盟
、
厚
労
省

労
働
局
と
の
共
催
。
参
加
者

１
９
３
人
）。

　
早
稲
田
大
学
の
油
布
佐
和
子

教
授
（
教
育
社
会
学
）
に
よ
る

講
演
「
教
職
員
の
過
重
労
働
を

考
え
る
」
で
は
、
現
在
の
教
員

の
労
働
実
態
の
厳
し
さ
と
そ
の

原
因
で
あ
る
給
特
法
（
公
立
の

義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職

員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
）
の
問
題
点
に
つ
い
て
、

歴
史
的
経
緯
も
含
め
て
の
解
説

が
な
さ
れ
た
。

　
ま
た
、「
働
き
方
改
革
に
関

す
る
様
々
な
提
案
の
効
果
が
上

が
ら
な
い
の
は
、
教
員
の
働
き

方
が
全
然
理
解
さ
れ
て
い
な

い
か
ら
」「
た
と
え
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
て
も
過
重

労
働
が
軽
減
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
」「
基
本
的
に
は
非
正
規

雇
用
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
当
て

に
し
た
提
言
に
す
べ
き
で
は
な

く
、
教
員
の
定
数
を
見
直
す
こ

と
が
肝
心
」
な
ど
、教
員
の
「
本

務
」
に
専
念
す
る
適
切
な
枠
組

み
を
し
っ
か
り
と
検
討
し
、
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
対
応
を
す
べ

き
（
義
務
標
準
法
の
問
題
、
授

業
準
備
を
含
め
た
適
切
な
授
業

時
数
、
研
修
の
在
り
方
な
ど
な

ど
）
と
の
鋭
い
指
摘
が
行
わ
れ

た
。

　
集
会
の
後
半
で
は
、
嘉
飯
山

支
部
の
柴
田
な
つ
き
さ
ん
、
遠

賀
中
間
支
部
の
近
藤
道
子
さ
ん

が
、
現
場
の
教
職
員
を
代
表
し

て
、
教
員
不
足
の
窮
状
な
ど
を

訴
え
た
。

集
会
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

○
今
の
時
代
は
保
護
者
が
、
生

活
か
ら
学
業
ま
で
す
べ
て
を
学

校
・
先
生
が
す
る
も
の
だ
と
思
っ

て
い
る
人
が
多
い
。
現
場
か
ら

の
ア
ピ
ー
ル
は
、
一
人
の
母
親
と

し
て
響
き
ま
し
た
。

○
教
育
は
人
づ
く
り
、
国
の
根

幹
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ

こ
ま
で
先
生
た
ち
の
働
き
方
が

放
置
さ
れ
て
き
た
の
は
政
治
の

責
任
で
あ
る
と
思
う
。

○
給
特
法
が
あ
る
の
を

初
め
て
知
っ
た
。
残
業

代
を
も
ら
っ
て
一
般
労

働
者
と
同
じ
に
な
る
こ

と
が
い
い
の
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
も

と
も
と
先
生
の
給
料
は

安
す
ぎ
る
。
今
の
２
割

増
し
ぐ
ら
い
し
な
い
と
良
い
人

材
は
集
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。

○
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
時
間

が
週
５
日
制
以
前
の
も
の
と
同

じ
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

街
頭
で
も「
学
校
が
大

ピ
ン
チ
！
」を
叫
ぶ
！

　
集
会
終
了
後
に
は
、
博
多
駅

筑
紫
口（
新
幹
線
口
）で
、
街
頭

行
動
を
行
っ
た
。
チ
ラ
シ
「
今
、

学
校
が
大
ピ
ン
チ
！
」
と
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
と
署
名

活
動
を
行
い
、
集
会
に
参
加
し

た
組
合
員
を
中
心
に
約
50
人

が
、
教
職
員
の
長
時
間
労
働
と

教
員
不
足
の
問
題
を
訴
え
た
。

　
土
曜
日
の
夕
方
の
時
間
帯

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の

市
民
の
方
が
チ
ラ
シ
と
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
受
け
取
り
、
署
名
に
も

協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
。

　
街
頭
行
動
は
今
後
も
行
っ
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

　12月の支部長会で提起した本署名は、１月末日までに3341筆が集まっています。

日教組は「持続可能な７つの提言」の実現のために40万筆以上を必達目標としてい

ます。福教組としても、今の学校の窮状を変えていくためにも１万筆以上は集めた

いと考え、組合員一人あたり５筆以上を目標にとりくんでいます。（※代筆不可！）

　最終締め切りの２月23日までに、管理職、未組合員、家族、知人等に積極的に

働きかけ、学校の働き方改革の必要性を広く社会に訴え、教員不足の解消、給特

法の廃止・抜本的見直しの実現に向けて、組合員の力を結集していきましょう！

３～６面に新給料表（新旧対照表）を掲載しています。

署 名 用 紙 

 
中央教育審議会会長 荒瀬克己 様 
文部科学大臣    盛山正仁 様 

 

「学校の大ピンチ」を救う方策を実現してください。 
 過酷な教職員の勤務実態の解消が急務です。 
 日教組「2023 年学校現場の働き方改革に関する意識調査」では、幼・小・中・高・特支等
の教職員の一か月平均の時間外労働時間は 96時間 44 分（中学校教職員 116 時間 28 分）
でした。これは、過労死ラインの時間外労働時間 80 時間をはるかに超える結果です。この
ような状況で、さまざまな背景をもつ子どもたちを支えることは困難を極めます。長時間労
働是正に資する実効性のある方策の実現を求めます。 
 
○ さまざまな背景をもつすべての子どものために、教職員の拡充とスクール
カウンセラー等の専門職を配置・拡充してください。 

○ 教員が本来業務に専念するために、「業務の役割分担・適正化」を文部科学
省の責任においてすすめてください。また、文部科学省のできる業務削減
をすすめてください。 

○ 教員のいのちと健康を守るため「定額働かせ放題」の「給特法」を廃止・
抜本的に見直してください。 

いただいた個人情報は、本署名行動以外には使用しません。 
取扱団体：日本教職員組合 

名 前 住 所 

  

  

  

  

  

「『学校の大ピンチ』を救う方策の
実現を求める署名」にとりくもう！

このままでは、子どもたちの豊かな
学びが保障できません！

本来やるべき業務以外の仕事があまりにも多すぎます。給特法を廃止して、
時間外労働に歯止めがかかるようにするとともに、業務の削減、人員の拡充
を進めていくことが必要です。

業務を減らす 人員を増やす

学校の先生って、どのくらい働いているの？
先生たちの１ヵ月当たりの時間外労働時間

（22年の文部科学省の調査から）

小学校 95時間16分

中学校 113時間36分

高 校 87時間04分

教員採用試験の倍率は過去最低に！
（2023年度福岡県の小学校）

福岡県内の教員不足は全国最悪レベル！

学校の先生がたりなくなっています！

「公立学校の教員の給与等に関する特別措置法」（給特法）という法律があるため、先生
たちには時間外勤務手当や休日勤務手当は、一切支払われていません。このことが、業務
量の増大を引き起こし、とんでもない時間外労働をまねく要因になっています。

病気になったり、早期退職をする先生が増加し、教員採用試験の倍率も過去最低の１.３倍。
福岡県の教員不足は、全国の中でも特に深刻な状況です。

「過労死ライン」の月80時間を大幅に
超えています！そのため自由な生活時
間も十分確保できません。

その原因は、
先生たちの
長時間労働
にあります。

給特法を廃止する

今、学校が大ピンチ！

油
布
佐
和
子
さ
ん

近藤さん

柴田さん

配
布
し
た
チ
ラ
シ

担
任
の
先
生
が
い
な
い
⁉
 今
、
学
校
が
大
ピ
ン
チ

�

学
校
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
考
え
る
福
岡
県
集
会
を
開
催
！
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教育職給料表(二)　高校・特別支援学校教員

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

再任用

特２級

号給 号給

１　級

給料月額

１　級

給料月額

２　級

増減額 増減額
給料月額

増減額

２　級 特２級

給料月額
増減額

給料月額
増減額

給料月額
増減額
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教育職給料表(三)　小・中学校教員

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

再任用

号給

１　級 ２　級 特２級

号給

１　級 ２　級 特２級

給料月額
増減額

給料月額
増減額

給料月額
増減額

給料月額
増減額

給料月額
増減額

給料月額
増減額
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号給

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

行政職給料表　学校事務職員

給料月額
増減額

１　級 ２　級 ３　級

給料月額給料月額
増減額

給料月額
増減額

４　級

給料月額
増減額 増減額

６　級

増減額

５　級

給料月額
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号給

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

再 任
用

給料月額
増減額

給料月額
増減額

６　級

給料月額
増減額

給料月額
増減額

給料月額
増減額

給料月額
増減額

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級


